
瓢
記
斟
皿
五
月
女
光
ｕ

の
で
私
性
を
高
め
る
と
い
う
意
味
で
大
変
意
義
深
い
こ
と
で
す
。

　
人
々
が
互
い
に
信
頼
し
、
助
け
合
う
世
界
－
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
提
唱

す
る
相
互
扶
助
世
界
の
構
築
を
目
指
し
て
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

外
国
の
辺
地
、
そ
れ
も
日
中

の
気
温
が
四
十
度
を
超
え
、

夜
間
は
逆
に
マ
イ
ナ
ス
十
度

近
く
ま
で
冷
え
込
む
厳
し
い

自
然
環
境
の
中
で
懸
命
に
活
躍

す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ス
タ
ッ
フ
た

ち
。

　
平
成
八
年
度
の
主
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
緊
急
救
援
活
動
な
ど
）

は
別
衷
に
ご
紹
介
し
て
い
る
よ

う
な
も
の
。
「
年
間
を
通
じ
る

と
総
数
で
三
十
件
以
上
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
る
計

算
に
な
り
ま
す
」
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

ス
タ
ッ
フ
の
一
人
は
説
明
す

る
。

　
こ
の
出
動
回
数
は
外
国
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
に
比
べ

て
決
し
て
優
る
と
も
劣
ら
な
い

も
の
な
の
だ
。

嘉「

　
平
成
八
年
度
心

ト
の
収
支
総
額
Ｅ

百
十
八
万
七
千
心

の
内
訳
は
哩
醤

十
九
万
五
千
九
四

現
地
活
動
費
ぶ

万
七
千
八
百
九
ふ

派
遣
手
当
五
言

三
百
九
十
六
円
心

　
収
入
は
千
百

Ｍ
Ｄ
Ａ
会
員
９

会
員
一
万
五
千
…

　
岡
山
県
に
本
部
を
置
く
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
の
特
性

を
生
か
し
た
緊
急
救
援
、
医
療
、
保
健
衛
生
な
ど
数
々
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
幅
広
く
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
活
動
怯
撮
的
に
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
県
と
し
ま
し
て
も
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
は
じ
め
と
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
連

世
界
平
和
へ
貢
献

岡
山
県
知
事
石
井
正
弘

携
を
図
り
な
が
ら
、
地
球
環
境
や
保
健
医
療
な
ど
人
類
共
通
の
課

題
に
積
極
的
に
取
り
祖
み
、
世
界
の
平
和
と
発
展
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
と
メ
ン
バ
ー
の
方
々
の
ご
健

勝
を
折
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　　《AMDAの平成8年度の主なプロジェクト》

平成8年4月　・ﾚﾊﾞﾉﾝ被災民緊急救援プロジェクト開始

　　　　　　　・中国四川省チベット族へJしｽﾎﾟｽﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ開始

　　　　５月　・バングラデ4シュ竜巻緊急救援プロジェクト開始

　　　　　　　・ウガンダ地域保健プロジェクト開始

　　　　6月　・ﾎﾞｽﾆｱ難民･被災民救援プロジェクト開始

　　　　７月　・中国貴州雀大洪水緊急救援プロジェクト開始

　　　　・UNVｻﾊ共和国医療協力ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ開始

　　　　8月　・第1回AMDA国顛フォーラム『貧困と健康』開始(岡山)

　　　　　　　･地域防災民間緊急医療ネットワークとして､第17回七都瞑市

　　　　　　　合同防災訓練参加(東京都足立区会場･埼玉会場)

　　　　９月　･AMDA朔アフリカ共和国プレトリア事務所開設

　　　　10月　・岡山県国際医療貢献協議套発足

　　　　　　　･社団法人ソフト化経済センター｢ソフト化特別賞｣受賞

　　　　　　　･メコン川流域大洪水被災者緊急救援プロジヱクト

　　　　　　　ベベトナム､カンボジア､ラオス)開始

　　　　n月　りしﾜﾝﾀﾞ難民教授プロジェクト開始(キガリ)

　　　　　　　・インドサイクロン緊急救援ﾌﾟロジェクト開始

　　　　　　　・ボスニア医師専門技術研究プロジェクト開始

　　　　　　　.『196おかやま国際貢献NGOサミット』開催(ﾄﾋﾟﾌの会)

　　　　12月　･サハ共和国医誦専門技福研究プロジェクト開始

　　　　　　　･APROr'96ｱｼﾞｱ太平洋緊急救援ﾌ;1－ラム』開催(沖繩)

平成9年1月　・福井渠三国町タンカー重油流出事故救援プロジヱクト開始

　　　　　　　・第1回民間医療防災ﾌ忿一ラム開催(東京)

　　　　2月　・ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝABCプロジェクト開始

　　　　3月　・イラン麿災緊急救援プロジェクト開始

ggai-､゜rヽM＿ji k闇1ji

　
岡
山
か
ら
世
界
に
向
け
て
医
療
に
よ
る
人
道
援
助
活
動
な
ど
を

展
開
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
皆
様
の
熱
意
と
ご
尽
力
に
心
か
ら

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
国
際
社
会
に
お
い
て
は
、
民
族
紛
争
の
激
化
、
飢
餓
や
貧
困
な

一
層
の
ご
活
躍
を

岡
山
市
長
安
宅
敬
祐

ど
の
課
題
が
な
お
山
積
し
て
い
る
中
で
、
す
べ
て
の
国
の
人
々
が

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

し
て
の
活
動
が
高
い
評
価
と
幅
広
い
支
持
を
得
て
い
る
皆
様
の
今

後
一
回
の
ご
活
躍
に
期
待
い
た
し
ま
す
。
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テ
ロ
ジ
ェ
ク

且
億
六
干
四

谷
円
。
支
出

一
七
千
二
百
五

西
土
八
円
。

一
九
百
二
ナ
ェ

白
円
。
現
地

一
百
一
万
六
千

一
ど
。

千
八
入
の
Ａ

公
費
［
医
師

］
、
一
般
会
員

ﾝﾎﾞｼﾞｱｴｲﾄﾞ』・国際貢献都市岡山より愛を込めてr力

　有森裕子さんと共に(講演とパネル)

゛

７
、
ノ
’
Ｕ
ｊ
．

４

Ｓ

E
!
I
S
5
　
S
　
F
N
　
I
フ
　
ヱ
　
ｍ
戸
　
μ

四
ま
る
県
民
の
熱
意

だ
が
活
動
資
金
は
常
に
不
足

一
万
円
、
学
生
会
員
七
千
五
百

円
、
法
人
会
員
三
万
円
、
賛
助

会
勝
一
千
円
）
　
一
千
三
百
一
万

五
千
五
百
六
十
円
。
郵
政
省
や

外
務
省
、
厚
生
省
な
ど
の
補
助

金
一
億
四
千
百
八
十
二
万
六
千

七
百
六
十
二
円
。
日
本
財
団
、

国
際
協
力
事
業
団
、
宗
教
団
体
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Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
国
運
認
定
多
国
す
る
国
連
機
関
が
集
積
す
る
ジ

籍
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
ア
ジ
　
ュ
ネ
ー
ブ
と
、
民
間
団
体
で
あ

ア
を
中
心
に
世
界
二
十
ヵ
所
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
お
世
話
役
で
あ
る

の
支
部
を
持
つ
団
体
に
成
長
岡
山
が
連
携
し
て
世
界
の
人
道

し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
援
助
活
動
に
貢
献
し
岡
山
を

に
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
も
の
　
「
人
道
援
助
の
世
界
都
市
」
と

と
心
か
ら
お
社
を
申
し
あ
げ
ま
し
て
発
展
さ
せ
よ
う
と
い
う
も

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
す
。
医
療
、
教
育
、
そ
し

　
緊
急
人
道
援
助
を
目
的
と
し
て
宗
教
を
大
切
に
す
る
精
神
風

た
ア
ジ
ア
多
国
籍
医
師
団
を
ア
土
や
阪
神
大
震
災
の
時
に
見
せ

支
援
の
皆
様
に
感
謝

　
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
菅
波
　
茂

ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ

ア
ク
デ
ェ
チ
ェ
ン
な

ど
に
派
遣
し
、
多
様

な
価
清
朗
の
中
で
世

た
県
民
を
あ
げ
て

の
救
援
パ
ワ
ー
は

世
界
の
財
産
と
い

え
ま
す
。
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
は
こ
の
財
産
を

界
の
人
た
ち
と
の
「
信
頼
と
尊
基
盤
と
し
て
「
相
互
扶
助
の
恩

赦
」
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
想
に
も
と
づ
く
人
道
援
助
」
実

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
「
国
際
施
の
た
め
世
界
へ
飛
び
出
し
て

貢
献
と
地
域
お
こ
し
」
も
大
き
い
ま
す
。

な
目
標
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
今
後
と
も
皆
様
方
の
温
か
い

　
「
西
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
東
の
ご
指
導
と
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く

オ
カ
ヤ
マ
」
は
人
道
援
助
に
関
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

な
ど
か
ら
贈
ら
れ
た
助
成
金
六

千
六
百
三
十
七
万
七
千
三
百
三

圭
二
円
。
一
般
か
ら
の
寄
付
金

一
倍
一
千
四
十
三
万
七
千
百
四

円
な
ど
。
寄
付
金
の
中
に
は
毎

月
十
五
日
を
『
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
デ
ユ

と
決
め
て
地
域
内
で
募
金
し
て

寄
付
し
て
い
る
小
学
生
。
文
化

祭
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
ル

の
益
金
と
募
金
を
寄
付
し
た
高

校
生
。
毎
年
五
月
に
行
う
恒
例

の
綱
引
き
大
会
の
募
金
を
寄
付

し
て
い
る
善
意
の
団
体
、
定
期

的
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
う
篤
志
家
な
ど
。
大
手

ス
ー
パ
ー
の
ジ
ャ
ス
コ
は
岡
山

店
内
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
バ
ザ
ー
ル
を
行
う
と
と
も
に

店
内
で
募
金
も
行
っ
て
集
め
た

百
五
十
五
万
円
を
寄
付
し
た
。

同
社
で
は
来
年
も
行
う
こ
と
に

し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
活
動
資
金
は
常
に

不
足
気
味
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
へ
の
寄

付
金
希
望
者
は
郵
便
振
替
０
１

２
５
０
－
２
１
４
０
７
０
９

加
入
者
名
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
へ
。

　
※
協
賛
広
告
主
の
ご
厚
意
に

よ
り
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
活
動
資
金
を

寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

企
画
・
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作
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陽
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さ
ん
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㈱
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目
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放
送
㈱

パ
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た
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校
ビ
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マ
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㈱
藤
山
電
気
工
学
社

平
和
タ
ク
シ
ー
㈱

㈱
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

㈱
　
ボ
　
ブ
　
ソ
　
ン

㈱
マ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
ン

まAMoj

で･,゜………y.I'……=II=',.゛゜;,.･1=:

下
　
電
　
開
　
発
　
㈱

Ｊ
Ａ
岡
山
市
高
松

ジ
ャ
ス
コ
岡
山
店

親
　
喜
　
建
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瀬
戸
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振
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セ
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ラ
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皿
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井
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火
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㈱
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い
女
性
か
ら
か
な
り
の
年
配
中
の
役
に
立
つ
こ
と
が
し
た
る
。

！　賛 7Z,593,946 平　鼓　賃 lj，Uに),b咄

Ｒ険料 7,493,852 補　助　金 lj 1,826,762

§勤費 109,337,894 助　成　金 66,37L333

遺手当 33,016,396 寄　付　金， 110,437,104

ｉ用費 1,893,688 販売収入 3,48L530

ｋ　費 2,587,878 雑　収　入 633,8乃

ａ　費 13,436,058 広告収入 212,629

ｔ　費 21,232,432 受取利息 41,096

ｉ　費 16,166,867 事業収入 5,139,8□

§　費 3,885j68

ｉ　費 2,804,996

５通費 6,394,886

l読料 230,194

１生費 3,693,461

1手当 39,957,4了4

S託費 2,625,232

リ　費 匪124,643
ｌ　料 8,120,019

ｉ　費 367,180

費 1,574,508

支出 2,290,500

ｉ　料 1,648,570

会費 927,150

公課 154,900 正味財産減少 23,021,994

利息 682,689

t却費 946,519

計 364,187,700 合　　　計 364,187,700
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